















































































尋ねると、12 名中 11 名が Facebook を利用していると回答し、続い
て Twitter、LINE それぞれ 6 名などが特徴的である。
3.3　要望と問題点
ある教職員からオンラインツールの検討に関する要望として、大き










































































2012 年 10 月より、我々の研究室で管理するサーバー上で運用され
ている Mahara に、学習ステーションの常駐学生アシスタントと関係
教職員のアカウントを CSV にて作成し、その全員がメンバーとなる
グループも同時に作成した。また、試験導入から約 2 ヶ月後の 2012




2012 年 10 月に利用を開始し、具体的にどのように使用されている
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２ 実施日：2012/11/23 〜 30、対象者：学習ステーション常駐アシスタント 24 名、
うち有効回答 12 名。
３ 『Facebook Like』https://mahara.org/view/view.php?id=35645　参照日：
 2012/12/01。
Hosei University Repository
